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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結

累計期間
第57期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 34,322,413 30,475,688 45,496,321

経常利益 （千円） 1,063,948 355,682 1,005,848

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 912,522 169,849 543,609

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 618,983 174,930 11,357

純資産額 （千円） 16,878,814 16,288,055 16,269,547

総資産額 （千円） 31,487,739 32,790,358 30,252,509

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 291.87 54.33 173.88

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 53.5 49.6 53.7

 

回次
第57期

第３四半期連結
会計期間

第58期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自2019年10月１日
至2019年12月31日

自2020年10月１日
至2020年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 89.62 171.80

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の長期化の影響を受け、経済活

動は大きく低迷をしました。わが国においては、政府の各種施策により個人消費や企業の生産活動において緩やか

な回復基調が見られたものの、本格的な景気回復には時間がかかる見通しであり、依然として先行き不透明な状況

が続いております。

　このような状況の中、当社グループは自動車を始めとした当社の納入先企業の生産が下期に入り回復基調となっ

たことを受け、感染拡大防止対策を実施しながら製品の生産及び供給に努めてまいりました。

　当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、車載電装品及びワイヤーハーネスにおける販売の減少により

売上高は30,475百万円（前年同期比11.2％減）となりました。利益面におきましては、営業利益は219百万円（同

75.0％減）、経常利益は355百万円（同66.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は169百万円（同81.4％

減）となりました。

　当第３四半期連結会計期間においては、売上の急回復により前年同期を上回る売上を計上し、第２四半期連結累

計期間までの損失状態を脱することが出来ました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①車載電装品

車載電装品では、コーナーセンサ・各種電子制御ユニット等の販売減により、売上高11,212百万円（前年同期比

16.0％減）、営業利益３百万円（同99.1％減）となりました。

②民生産業機器

民生産業機器では、洗濯機用電子制御基板・ロボット向け制御基板等の販売増により、売上高9,767百万円（前

年同期比1.8％増）、営業利益403百万円（同6.7％増）となりました。

③ワイヤーハーネス

ワイヤーハーネスでは、二輪用ワイヤーハーネス等の販売減により、売上高9,414百万円（前年同期比17.0％

減）、営業損失20百万円（前年同期は営業利益449百万円）となりました。

④その他

その他では、売上高80百万円（前年同期比87.4％増）となり、営業損失199百万円（前年同期は営業損失278百万

円）となりました。

　なお、上記金額には消費税等は含まれておりません。

 

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より2,537百万円増加し、32,790百万円とな

りました。受取手形及び売掛金の増加（前連結会計年度末と比較して386百万円増）、商品及び製品の増加（同396

百万円増）及び原材料及び貯蔵品の増加（同895百万円増）等が主な要因であります。負債は、前連結会計年度末

より2,519百万円増加し、16,502百万円となりました。支払手形及び買掛金の増加（同970百万円増）、短期借入金

の増加（同2,294百万円増）及び長期借入金の減少（同690百万円減）等が主な要因であります。純資産は、前連結

会計年度末より18百万円増加し、16,288百万円となりました。その他有価証券評価差額金の増加（同162百万円

増）及び為替換算調整勘定の減少（同154百万円減）等が主な要因であります。

　なお、自己資本比率は49.6％となり、前連結会計年度末と比較して4.1ポイント減少しております。

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更は

ありません。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重

要な変更はありません。
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(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、117百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,600,000

計 9,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 3,417,006 3,417,006
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 3,417,006 3,417,006 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2020年10月１日～

2020年12月31日
－ 3,417,006 － 2,476,232 － 2,675,056

 

(5)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 290,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,114,000 31,140 －

単元未満株式 普通株式 12,406 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  3,417,006 － －

総株主の議決権  － 31,140 －

 

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＡＳＴＩ株式会社
静岡県浜松市南区

米津町2804番地
290,600 － 290,600 8.50

計 － 290,600 － 290,600 8.50

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役社長
（代表取締役）

常務取締役
（経営本部長）
（新規事業部長）

　 波多野　淳彦 　　2020年10月１日

取締役相談役
取締役社長

（代表取締役）
　 鈴木　伸和 　　2020年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,026,740 2,024,094

受取手形及び売掛金 6,664,613 7,051,000

電子記録債権 2,544,913 2,755,025

商品及び製品 963,924 1,360,377

仕掛品 752,465 933,283

原材料及び貯蔵品 4,162,616 5,057,892

その他 613,572 825,824

貸倒引当金 △637 △687

流動資産合計 17,728,211 20,006,810

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 9,762,113 9,682,545

減価償却累計額 △5,454,906 △5,571,434

建物及び構築物（純額） 4,307,207 4,111,111

機械装置及び運搬具 9,065,525 9,453,081

減価償却累計額 △6,110,512 △6,569,780

機械装置及び運搬具（純額） 2,955,012 2,883,301

土地 2,752,266 2,743,714

その他 4,903,419 5,275,502

減価償却累計額 △3,775,642 △3,877,128

その他（純額） 1,127,776 1,398,374

有形固定資産合計 11,142,262 11,136,501

無形固定資産 682,262 718,751

投資その他の資産   

投資有価証券 469,159 691,855

その他 236,914 238,439

貸倒引当金 △6,299 △1,999

投資その他の資産合計 699,773 928,295

固定資産合計 12,524,298 12,783,548

資産合計 30,252,509 32,790,358
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,451,104 4,421,885

短期借入金 2,353,052 4,647,641

未払法人税等 229,332 89,850

賞与引当金 514,956 373,961

製品保証引当金 11,443 10,492

その他 1,220,517 1,318,650

流動負債合計 7,780,406 10,862,481

固定負債   

長期借入金 5,801,883 5,111,809

退職給付に係る負債 72,880 83,050

その他 327,791 444,961

固定負債合計 6,202,555 5,639,821

負債合計 13,982,962 16,502,303

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,476,232 2,476,232

資本剰余金 2,640,082 2,640,082

利益剰余金 11,682,903 11,696,433

自己株式 △417,240 △417,342

株主資本合計 16,381,977 16,395,404

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 201,220 363,826

為替換算調整勘定 △328,114 △482,698

その他の包括利益累計額合計 △126,894 △118,871

非支配株主持分 14,464 11,522

純資産合計 16,269,547 16,288,055

負債純資産合計 30,252,509 32,790,358

 

EDINET提出書類

ＡＳＴＩ株式会社(E02013)

四半期報告書

 9/18



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

売上高 34,322,413 30,475,688

売上原価 30,750,144 27,861,921

売上総利益 3,572,268 2,613,767

販売費及び一般管理費 2,691,210 2,393,919

営業利益 881,057 219,847

営業外収益   

受取利息 31,001 23,850

受取配当金 11,477 10,024

為替差益 55,181 －

補助金収入 79,565 32,294

助成金収入 947 66,022

保険解約返戻金 9,476 9,775

その他 80,943 68,756

営業外収益合計 268,593 210,724

営業外費用   

支払利息 55,488 49,634

為替差損 － 13,064

デリバティブ評価損 6,106 －

その他 24,107 12,190

営業外費用合計 85,702 74,889

経常利益 1,063,948 355,682

特別利益   

固定資産売却益 58 4,378

投資有価証券売却益 － 4

退職給付制度改定益 163,560 －

特別利益合計 163,618 4,382

特別損失   

固定資産処分損 2,714 39,943

特別損失合計 2,714 39,943

税金等調整前四半期純利益 1,224,852 320,121

法人税等 311,670 152,815

四半期純利益 913,182 167,305

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
660 △2,544

親会社株主に帰属する四半期純利益 912,522 169,849
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

四半期純利益 913,182 167,305

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 19,865 162,606

為替換算調整勘定 △310,812 △154,981

退職給付に係る調整額 △3,252 －

その他の包括利益合計 △294,199 7,624

四半期包括利益 618,983 174,930

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 619,080 177,872

非支配株主に係る四半期包括利益 △97 △2,942
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

　前事業年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症の影響の収束時期等を含む仮定及び会

計上の見積りについて、重要な変更はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

減価償却費 1,172,796千円 1,117,506千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日

定時株主総会
普通株式 218,855 70.00

2019年

３月31日

2019年

６月24日
 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月29日

定時株主総会
普通株式 156,319 50.00

2020年

３月31日

2020年

６月30日
 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日 至　2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
 車載電装品

民生産業
機器

ワイヤー
ハーネス

計

売上高       

外部顧客への売上高 13,342,637 9,596,647 11,340,185 34,279,470 42,942 34,322,413

セグメント間の
内部売上高又は振替高

212,806 47,867 35,073 295,747 63,214 358,961

計 13,555,443 9,644,514 11,375,259 34,575,217 106,157 34,681,374

セグメント利益又は損失（△） 359,514 378,033 449,105 1,186,653 △278,695 907,957

 

  

 
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

売上高   

外部顧客への売上高 － 34,322,413

セグメント間の
内部売上高又は振替高

△358,961 －

計 △358,961 34,322,413

セグメント利益又は損失（△） △26,899 881,057

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、主に新規事業に関

する事業等であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△26,899千円は、全社費用配賦差額となります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日 至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
 車載電装品

民生産業
機器

ワイヤー
ハーネス

計

売上高       

外部顧客への売上高 11,212,568 9,767,712 9,414,937 30,395,218 80,470 30,475,688

セグメント間の
内部売上高又は振替高

210,045 26,210 30,755 267,010 63,730 330,740

計 11,422,613 9,793,922 9,445,693 30,662,229 144,200 30,806,429

セグメント利益又は損失（△） 3,160 403,338 △20,513 385,985 △199,133 186,851

 

  

 
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

売上高   

外部顧客への売上高 － 30,475,688

セグメント間の
内部売上高又は振替高

△330,740 －

計 △330,740 30,475,688

セグメント利益又は損失（△） 32,995 219,847

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、主に新規事業に関

する事業等であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額32,995千円は、全社費用配賦差額となります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

　１株当たり四半期純利益 291円87銭 54円33銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
912,522 169,849

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
912,522 169,849

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,126 3,126

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年２月10日

ＡＳＴＩ株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

浜松事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 関口　俊克　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 角田　大輔　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＡＳＴＩ株式会

社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＡＳＴＩ株式会社及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結

論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連

結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない

場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四

半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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